
　
と
よ
の
夏
ま
つ
り

　

８
月
２
日
（
日
）
豊
野
駅
北
口

会
場
で
は
市
商
工
会
豊
野
支
部
主

催
の
第
21
回
豊
野
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
夏
の
暑

さ
の
中
、
豊
野
東
・
西
小
学
校
合

同
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
、

豊
野
専
修
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
の

発
表
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
な
ど
が

行
わ
れ
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
37
回
豊
野
ヨ
イ
シ
ョ

コ
ま
つ
り
で
は
、
９
地
区
子
ど
も

会
育
成
会
の
子
供
み
こ
し
の
練
り

歩
き
、
そ
の
後
15
連
の
流
し
踊
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
７
時
30

分
か
ら
の
第
72
回
豊
野
納
涼
大
煙

火
大
会
で
は
、
数
多
く
の
煙
火
が

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
猛
暑
の
日
々
が
お
と
ず

れ
る
夏
が
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
テ
レ
ビ
で
は
サ
ッ

カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
世
界
大

会
、
世
界
陸
上
等
メ
ジ
ャ
ー
な
大

会
が
目
白
押
し
で
す
。

　

身
近
な
地
元
小
、
中
学
校
の
ス

ポ
ー
ツ
も
部
活
動
か
ら
ク
ラ
ブ
活

動
と
な
り
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、

遠
征
試
合
、
他
地
区
と
の
交
流
大

会
等
日
頃
の
成
果
が
試
さ
れ
る

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
頻
度
の
高
い
豊
野
体
育
館

も
暑
熱
対
策
の
エ
ア
コ
ン
が
７
月

初
め
よ
り
利
用
開
始
と
な
り
、
連

日
利
用
さ
れ
る
一
般
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
か
ら
も
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

夏
休
み
中
は
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で

な
く
吹
奏
楽
全
国
大
会
の
練
習
会

場
と
し
て
毎
年
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
参
加
者
か
ら
も
喜

ば
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
豊
野
の
近
況
で
す
が
、

若
者
だ
け
で
な
く
私
達
も
町
の
最

大
イ
ベ
ン
ト
の
ヨ
イ
シ
ョ
コ
ま
つ

り
で
汗
を
か
き
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

 

（
Ｈ
）

　
と
よ
の
縁
日
開
催

　

７
月
28
日
（
火
）
豊
野
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
（
豊
野
地
区
住
民
自

治
協
議
会
）
主
催
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の

協
力
に
よ
る
「
と
よ
の
縁
日
」
が

豊
野
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
屋
外
で
行
わ
れ

る「
み
ら
い
ハ
ッ
！
ケ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
カ
ー
で

の
料
理
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様

で
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年

よ
り
距
離
の
長
く
な
っ
た
流
し
そ

う
め
ん
や
、
か
ら
く
り
「
傘
地
蔵
」、

紙
ヒ
コ
ー
キ
飛
ば
し
、
木
っ
端
工

作
体
験
な
ど
、
夏
の
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

紙ヒコーキ飛ばし

豊野東小・西小合同マーチングバンド演奏豊野専修高等学校のよさこい

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
!!!!
　
と
よ
の
縁
日

　
と
よ
の
縁
日

豊
野
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
豊
野
ヨ
イ
シ
ョ
コ
ま
つ
り

豊
野
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
豊
野
ヨ
イ
シ
ョ
コ
ま
つ
り

お互いに力を出し
合ってアームレス
リング

多くの出店に人々が行き交うとよのキッズダンスクラブのダンス

青竹での
流しそうめん

木っ端工作と土屋さんの
からくり傘地蔵実演 ソーラークッカー

南郷こどもみこし流し踊り豊野東連
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私
た
ち
正
調
豊
野
音
頭
保
存
会

で
は
、
本
来
の
「
正
調
豊
野
音
頭
」

を
守
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
地
域
に

根
を
下
ろ
し
た
活
動
を
心
掛
け
、

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
つ
つ
じ
山
ま
つ
り
や
、

豊
野
ヨ
イ
シ
ョ
コ
ま
つ
り
、
と
よ

の
秋
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
多
く
の
方
々
に
「
正
調

豊
野
音
頭
」
を
知
っ
て
も
ら
い
、

踊
り
を
継
承
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
１
日
付
け　

「
と
よ
の
か
ん
ぽ
ー
第
４
１
４
号
」

に
て
豊
野
音
頭
に
関
す
る
由
来
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
さ
わ

り
の
部
分
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
『「
豊
野
音
頭
」
は
、
昭
和
12
年
、

当
時
の
神
郷
村
商
工
会
の
関
係
者

の
方
々
が
、
作
詞
を
西
條
八
十
先

生
、
作
曲
を
大
村
能
章
先
生
、
振

付
け
を
藤
間
貴
輿
恵
先
生
に
お
願

い
し
、「
丹
霞
郷
小
唄
」
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
神

郷
音
頭
」
に
改
題
さ
れ
、
昭
和
29

年
に
神
郷
村
と
鳥
居
村
が
合
併
し

た
こ
と
に
よ
り
「
豊
野
音
頭
」
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
60
年

に
は
、「
流
し
踊
り
」
と
し
て
歩

み
を
前
に
進
め
る
振
付
け
に
変

え
、「
豊
野
ヨ
イ
シ
ョ
コ
ま
つ
り
」

や
小
学
校
の
運
動
会
な
ど
で
踊
っ

て
い
ま
す
。』

　

以
上
が
由
来
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
豊
野
み
な
み
保
育

園
か
ら
、
夏
ま
つ
り
で
「
流
し
踊

り
」
を
踊
り
た
い
と
の
話
が
あ
り
、

園
児
を
前
に
実
地
練
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

園
児
の
耳
に
「
こ
の
音
楽
で

踊
っ
た
」
と
記
憶
に
残
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
２
回
の
お
れ
ん
家
カ

フ
ェ
で
は
、
大
き
な
輪
に
な
っ
て

皆
で
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
す
。

　
「
第
22
回
長
野
市
甚
句
・
音
頭

交
流
会
」
が
６
月
21
日
（
日
）
柳

原
の
東
部
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
長
野
市
内
12

地
区
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
生
ん
だ
郷
土
民
謡
・
舞
踊
を

一
堂
に
会
し
て
発
表
し
、
各
地
区

の
交
流
を
深
め
、
地
域
活
性
化
の

貢
献
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
正
調
豊
野
音
頭
保
存
会

で
は
、
令
和
元
年
６
月
16
日
よ
り

豊
野
地
区
代
表
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
４
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た

「
豊
野
地
区
住
民
自
治
協
議
会　

令
和
８
年
度　

第
一
回
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
会
」
に
お
い
て
、
５
年

後
の
令
和
13
年
に
交
流
会
開
催
当

番
が
回
っ
て
く
る
た
め
、
そ
の
際

の
交
流
会
運
営
へ
の
協
力
依
頼
を

含
め
、
今
回
の
交
流
会
に
お
け
る

流
し
踊
り
へ
の
参
加
の
お
願
い
に

つ
い
て
も
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

交
流
会
当
日
は
、
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
対
チ
ュ

ニ
ジ
ア
戦
と
同
時
刻
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
何
人
参
加
い
た
だ

け
る
の
か
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
会

場
に
は
豊
野
地
域
の
公
民
館
長
さ

ん
の
お
声
が
け
も
あ
り
、
な
ん
と

９
名
。
総
勢
16
名
の
踊
り
の
輪
が

で
き
ま
し
た
。
言
葉
に
は
力
が
あ

る
こ
と
、
こ
ん
な
に
実
感
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

舞
台
裏
で
は
、
う
ん
十
年
ぶ
り

の
円
陣
を
組
み
、
私
達
の
緊
張
も

グ
ッ
と
和
ら
ぎ
、
心
を
ひ
と
つ
に

楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
、

感
謝
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
様
に
は
お
忙
し

い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

豊
野
町
在
住
の
老
若
男
女
の
皆

さ
ん
、
私
達
と
一
緒
に
「
豊
野
音

頭
」
や
「
ゆ
た
か
の
ま
ち
」
を
楽

し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も

会
員
募
集
中
で
す
。（
雨
宮　

操
）

今年豊野地区公民館関係者が各地区
の法被を着用し「流し踊り」の披露

ヨイショコまつりに向けた
豊野東公民館への流し踊り指導

つつじ山まつりでの演舞

甚句交流会・音頭交流会終了後
応援者と一緒に記念写真

ゆ
た
か
の
に
輝
く

ゆ
た
か
の
に
輝
く

正
調　

豊
野
音
頭
保
存
会

正
調　

豊
野
音
頭
保
存
会

豊野南保育園での実地練習

昨年の交流会の様子
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長
野
地
方
猟
友
会

　
　
　

豊
野
支
部
の
活
動
紹
介

　

私
た
ち
猟
友
会
豊
野
支
部
に
在

籍
す
る
会
員
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

銃
猟
狩
猟
免
状
が
あ
り
、
狩
猟

射
撃
を
行
う
人
。
わ
な
猟
狩
猟
免

状
が
あ
り
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
す

る
人
。
両
方
の
免
状
が
あ
り
活
躍

し
て
い
る
人
等
30
名
の
会
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
農
作

物
を
鳥
獣
か
ら
守
る
た
め
、
私
た

ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

猟
友
会
で
は
一
緒
に
活
動
す
る
仲

間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
ク
マ
以
外
の
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
に
関
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
は
、
地
区
有

害
鳥
獣
対
策
協
議
会
の
委
託
に
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
「
く
く
り
わ
な
」
約

80
基
、
小
動
物
用
の
「
箱
わ
な
」

約
30
基
が
設
置
さ
れ
、
猟
友
会
メ

ン
バ
ー
が
グ
ル
ー
プ
で
毎
日
見
回

り
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
令
和
７
年
度

の
実
績
は
、
イ
ノ
シ
シ
18
頭
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
25
頭
、
そ
の
ほ
か
ハ
ク

ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
等
の
小
動
物
81

頭
を
捕
獲
・
駆
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ク
マ
か
ら
身
を
守
る

　

さ
て
、
最
近
は
日
本
各
地
で
ク

マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
ば
か
り
で

な
く
、
人
的
被
害
に
つ
い
て
も
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
頻
繁
に
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
豊
野
地
区

に
お
い
て
も
ク
マ
の
目
撃
情
報
が

数
件
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
狩
猟

期
間
は
11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日

ま
で
、
地
域
を
限
っ
て
狩
猟
が
で

き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は
捕
獲
で

き
ま
せ
ん
。

　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
捕
獲
用
の
「
く

く
り
わ
な
」
に
ク
マ
が
か
か
っ
て

し
ま
う
「
錯
誤
捕
獲
」
は
、
県
の

許
可
を
受
け
た
の
ち
駆
除
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
今
回
寄
稿
の
７

月
９
日
ま
で
に
、
豊
野
町
内
で
は

４
頭
の
ク
マ
の
錯
誤
捕
獲
が
あ
り

正
規
手
続
き
を
経
て
駆
除
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ク
マ
は
一
夜
に
10
㎞
程
度
歩
く

時
も
あ
り
ま
す
が
、
夜
行
性
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ク
マ
も
人
間
が
少

な
い
時
に
安
心
し
て
出
歩
き
ま
す

が
、
突
然
人
間
に
出
会
う
と
襲
う

そ
う
で
す
。

　

ク
マ
に
あ
わ
な
い
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
事
項

㈠　

早
朝
、
夕
方
～
夜
間
は
一
人

歩
き
を
し
な
い
。

㈡　

農
作
業
、
散
歩
等
の
際
は
、

人
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め

に
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
大

音
量
で
持
ち
歩
く
。

㈢　

ク
マ
は
嗅
覚
が
よ
く
特
に
酒

類
・
油
物
を
好
み
ま
す
。
生

ゴ
ミ
等
を
野
外
に
放
置
し
な

い
。

㈣　

秋
の
味
覚
の
柿
や
栗
な
ど
は

ク
マ
の
格
好
の
え
さ
場
と
な

り
、
お
い
し
い
も
の
は
ま
た

食
べ
に
や
っ
て
き
ま
す
。
収

穫
し
な
い
不
要
な
柿
の
木
や

栗
の
木
を
伐
採
す
る
。

㈤　

ク
マ
の
隠
れ
る
場
所
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
ヤ
ブ
を
刈

り
払
う
。

㈥　

電
気
柵
等
を
設
置
し
農
地
、

民
家
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
。

　

ク
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　

注
意
事
項

㈠　

決
し
て
走
っ
て
逃
げ
た
り
、

大
声
を
出
し
た
り
せ
ず
、

ゆ
っ
く
り
あ
と
ず
さ
り
し
て

離
れ
る
。

㈡　

ク
マ
が
襲
っ
て
き
た
ら
、
う

つ
伏
せ
に
な
り
首
の
後
ろ
で

手
を
組
み
、
首
、
顔
、
腹
を

守
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
み
ん
な
が
実
施

し
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
原　

公
一
）

くくりわなの設置ツキノワグマ

ゆ
た
か
の
に
輝
く

ゆ
た
か
の
に
輝
く

　
　

ク
マ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　
　

ク
マ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

長
野
地
方
猟
友
会
豊
野
支
部

長
野
地
方
猟
友
会
豊
野
支
部

猟銃のねらいを定めて

クマにかじられたりんご

不要な果樹を伐採しよう
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６
月
６
日
（
土
）
豊
野
地
域
公

民
館
連
絡
協
議
会
主
催
の
研
修
会

が
豊
野
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
豊
野
地
区

全
九
つ
の
公
民
館
よ
り
、
公
民
館

長
・
主
事
の
皆
さ
ん
24
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
長
野
市
の
公
開
講
座

の
中
か
ら
、
長
野
市
の
公
民
館
に

つ
い
て
、
家
庭
・
地
域
学
び
の
課　

課
長
補
佐
寺
島
達
也
さ
ん
か
ら
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
地
域
公
民
館
の

活
動
に
か
か
わ
る
現
状
に
つ
い
て
、

館
長
・
主
事
に
よ
る
意
見
交
換
を

行
い
、
地
域
公
民
館
に
お
け
る
研

修
旅
行
の
現
状
に
つ
い
て
、
様
々

な
観
点
か
ら
以
前
の
よ
う
に
実
施

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

 　

６
月
５
日
（
金
）
と
７
月
８
日

（
水
）
の
二
日
間
、「
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
・
と
よ
の
福
向
チ
ー
ム
集

楽
元
快
」に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ガ
ー
デ
ン
（
豊
野
防
災
交
流
セ
ン

タ
ー
南
西
側
花
壇
）
の
手
入
れ
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
月

８
日
（
水
）

に
は
新
た
に

花
壇
へ
の
土

入
れ
を
行

い
、
き
れ
い

な
花
と
緑
で

心
を
和
ま
せ

て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
長

野
市
の
『
な

が
の
花
と
緑

大
賞
』
で
は

優
秀
賞
の
受

賞
が
決
ま
り

ま
し
た
。

豊
野
地
域
公
民
館
長
・
主
事

研
修
会
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン

草
・
花
の
手
入
れ

　　　

令
和
８
年
７
月
５
日
（
日
）
梅

雨
の
開
け
る
前
ゆ
た
か
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
主
催
で
恒
例
の
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
豊
野
体
育

館
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

豊
野
東
小
・
西
小
全
学
年
の
児

童
１
５
０
名
、
両
校
校
長
先
生
、

保
護
者
約
２
０
０
名
の
参
加
の
も

と
実
施
し
ま
し
た
。

　

夏
季
大
会
は
最
近
の
猛
暑
か

ら
、
応
援
の
父
兄
か
ら
も
要
望
さ

れ
て
い
た
エ
ア
コ
ン
が
体
育
館
に

新
設
さ
れ
、
熱
中
症
予
防
の
た
め

フ
ル
稼
働
で
の
運
営
と
な
り
ま
し

た
。

　

ア
リ
ー
ナ
の
選
手
は
快
適
に
プ

レ
ー
出
来
、
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
へ

は
冷
気
を
扇
風
機
で
送
風
す
る
対

応
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
評
価
は
、
涼
し
く
快

適
と
の
声
で
し
た
。

　

大
会
内
容
は
参
加
者
減
少
に
合

わ
せ
、
１
・
２
年
の
部
、
３
・
４
年

の
部
と
も
合
同
チ
ー
ム
を
作
り
実

施
し
ま
し
た
が
、
各
学
年
と
も
接

戦
と
な
り
、
選
手
も
応
援
も
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

５
・
６
年
の
部
で
は
校
長
先
生

含
む
父
兄
が
「
チ
ー
ム
大
人
」
で

参
戦
し
、
い
つ
に
な
く
全
力
で
３

回
戦
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
優
勝

の
６
年
生
チ
ー
ム
は
強
く
、
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

半
日
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で

し
た
が
、
け
が
人
、
熱
中
症
も
な

く
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

つ
ぎ
の
冬
の
大
会
に
は
一
段
と

成
長
し
た
子
供
た
ち
の
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
事
に
期
待
し
ま
す
。

（
原　

俊
樹
）

■
結
果　

各
部　

３
位
ま
で
掲
載

〇
１
・
２
年
ブ
ロ
ッ
ク
成
績

　

優　

勝　

西
小
２
年
②

　
　

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
Ｂ

　

準
優
勝　

東
小
①

　
　

東
小
１
・
２
年
合
同
Ａ

　

３　

位　

西
小
２
年
①

　
　

ハ
ー
ト
チ
ー
ム
Ａ

〇
３
・
４
年
ブ
ロ
ッ
ク
成
績

　

優　

勝　

西
小
３
年
２
組

　
　

わ
れ
ら
最
強
！
３
―
２

　

準
優
勝　

東
小
３
・
４
年
①

　
　

イ
ナ
ズ
マ
ボ
ー
ル

　

３　

位　

西
小
３
年
１
組

　
　

W
in

 S
tar D

rago
n
s

〇
５
・
６
年
ブ
ロ
ッ
ク
成
績

　

優　

勝　

西
小
６
年

　
　

天
使
達
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
）

　

準
優
勝　

東
小
５
年

　
　

６
７

　

３　

位　

西
小
５
年

　
　

江
守
軍
団

第
24
回
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会総勢200名　参加者の皆さん

応援にも熱が入る

研修中の豊野地域公民館
館長・主事の皆さん

まちづくり委員会・集楽元快の皆さんによる花壇手入れ
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５
月
31
日
（
日
）
大
倉
城
跡
保

存
会
と
大
倉
区
関
係
者
総
勢
29
名

に
よ
り
大
倉
城
跡
遊
歩
道
の
整
備

作
業
が
午
前
８
時
30
分
か
ら
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

遊
歩
道
は
急
斜
面
で
足
場
の
悪

い
箇
所
が
多
く
、
参
加
者
は
草
刈

り
機
や
鎌
で
、
手
元
足
元
に
注
意

し
な
が
ら
、
安
全
な
遊
歩
道
整
備

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
、
保
存
会
会

長
の
髙
橋
猛
文
さ
ん
か
ら
、
大
倉

城
の
由
来
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
次
回
の
整
備
作
業

は
８
月
30
日
（
日
）
で
す
。

　
講
座
報
告

講
座
報
告

■
籐
で
な
に
つ
く
る

　

６
月
２
・
９
・
16
・
23
日

（
毎
火
曜
日
）
全
４
回
終
了

　

講　

師　

坂
西
美
恵
子
さ
ん

　

４
回
と
い
う
限
ら
れ
た
回
数
の

中
で
菓
子
皿
、
バ
ッ
グ
等
の
作
品

が
完
成
し
ま
し
た
。
模
様
編
み
で

は
苦
戦
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
講
師
の
指
導
や
参
加
者
同
士

の
教
え
合
い
に
よ
り
、
無
事
に
編

み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
植
物
・
昆
虫
観
察
隊

　

７
月
25
日
（
土
）

　

講　

師　

渡
辺　

隆
一
さ
ん

　

今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
豊

野
ち
び
っ
こ
い
こ
い
の
森
公
園
一

帯
の
自
然
を
、
講
師
と
と
も
に
親

子
で
散
策
し
、
植
物
や
昆
虫
の
生

態
を
観
察
す
る
ほ
か
、
付
近
の
地

形
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
の
主
な
講
座

　
今
後
の
主
な
講
座

　
　（
予
定
）

　
　（
予
定
）

■
ト
リ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
16
日
（
水
）
～
全
５
回

　

講　

師　

外
山　

陽
子
さ
ん

　
　
　
　
　

外
山　

賀
野
さ
ん

　
　
　
　
　

中
川
真
由
美
さ
ん

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ

ロ
の
生
演
奏
を
鑑
賞
し
、
生
演
奏

で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い

音
の
響
き
や
空
気
の
振
動
を
感
じ

取
り
、
演
奏
や
語
り
を
楽
し
む
こ

と
で
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を　

図
り
ま
す
。

　
■
備
え
て
お
き
た
い

　
　
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策

　

９
月
29
日
（
火
）

　

講　

師　

市
保
健
所

　
　
　
　
　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
、
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

　
■
秋
の
寄
せ
植
え

　

10
月
27
日
（
火
）

　

講　

師　

塚
田　

真
由
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
樹
木
医
）

　

秋
の
複
数
の
植
物
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
植
え
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
中
で
華
や
か
な
景
色
や
季
節
感

を
楽
し
み
ま
す
。

急斜面での除草作業

大倉城跡案内板

黙々と編み込み作業に没頭講師の話を熱心に聞く参加者の皆さん

 

◎
飲
食
を
行
う
場
合
の
付
帯
条
件

一
部
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
３
月
１
日
と
よ
の
防

災
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
７
号

（
５
）
記
載
の
内
容
に
つ
い
て
、

清
掃
道
具
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
部
変
更
し
ま
す
。

　

※
変
更
箇
所
は　
　

部
分

〇
飲
食
を
行
う
場
合
の
付
帯
条
件

　

・
清
掃
道
具
は
、
事
務
室
受
付

で
受
け
取
り
、
飲
食
を
用
し

た
机
等
、
当
該
施
設
の
清
掃

を
確
実
に
行
な
っ
た
後
、
清

掃
道
具
を
き
れ
い
に
し
て
受

付
に
返
却
す
る
。

　

・
残
飯
、
ご
み
、
持
参
し
た
も

の
等
は
持
ち
帰
る
。

　

・
食
事
等
行
う
場
合
は
、
申
込

時
に
利
用
許
可
申
請
書
備
考

欄
に
記
載
し
て
下
さ
い
。

◎
第
57
回
豊
野
町
運
動
会

　

10
月
11
日
（
日
）（
雨
天
中
止
）

市
立
豊
野
中
学
校　

校
庭

◎
第
20
回
豊
野
町
文
化
祭

　

11
月
１
日
（
日
）

　
　

舞
台
発
表
会
場

　
　
　

豊
野
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　

展
示
発
表
会
場

　
　
　

豊
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
予
定
）

豊
野
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

作業終了後の集合写真

大
倉
城
跡
遊
歩
道
整
備
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豊
野
公
民
館
跡
地

　 

駐
車
場
整
備
工
事
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
１
月
末
に
解
体
さ
れ

た
豊
野
公
民
館
跡
地
に
お
い
て
、

駐
車
場
整
備
工
事
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

同
地
に
お
い
て
は
公
民
館
解
体

後
、
長
野
市
河
川
課
発
注
に
よ
る

雨
水
貯
留
施
設
整
備
事
業
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
事

業
に
引
き
続
い
て
の
工
事
と
な
り

ま
す
。

　
【
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
７
月
１
日
と
よ
の
防
災
交
流
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
４
号
（
４
）に
て
掲
載
】

　

今
回
実
施
す
る
駐
車
場
整
備
工

事
で
は
解
体
し
た
豊
野
公
民
館
跡

地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
豊

野
体
育
館
な
ど
、
周
辺
一
帯
の
市

有
施
設
に
て
不
足
し
て
い
る
駐
車

台
数
を
カ
バ
ー
し
、
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
い
た
し
ま
す
。

長
野
市

か
ら

豊
野
支
所

編
集
後
記

　　

今
年
度
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
を

含
め
た
長
野
市
内
公
民
館
等
の
施

設
予
約
は
、「
長
野
市
施
設
案
内

予
約
シ
ス
テ
ム
ま
ち
か
ぎ
リ
モ
ー

ト
」、
略
し
て
「
ま
ち
か
ぎ
」
に

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
部

屋
の
予
約
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

利
用
で
き
る
条
件
は
、「
継
続

的
な
生
涯
学
習
活
動
を
行
う
５
名

以
上
の
学
習
団
体
と
し
て
事
前
登

録
さ
れ
た
団
体
の
方
」
と
、
少
し

難
し
い
表
現
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

以
前
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
方
に
は
、

「
ま
ち
か
ぎ
」
を
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

部
屋
予
約
の
た
め
、
月
初
に
自

分
の
時
間
を
使
い
セ
ン
タ
ー
開
館

時
間
を
待
っ
て
並
ぶ
必
要
が
な
く
、

便
利
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
Ｏ
）

　

駐
車
台
数
は
66
台
＋
身
障
者
・

車
い
す
利
用
者
対
応
型
区
画
２
台

の
、
計
68
台
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

１
区
画
辺
り
は
縦
5.0
ｍ
、
幅
2.5

ｍ
（
身
障
者
・
車
い
す
利
用
者
区

画
は
幅
3.5
ｍ
）
と
し
、
ミ
ニ
バ
ン

な
ど
の
大
き
な
車
両
の
駐
車
に
も

対
応
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

工
事
は
６
月
頃
か
ら
既
に
始

ま
っ
て
お
り
、
令
和
８
年
９
月
末

の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
地
域
の
み
な

さ
ま
に
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
小
説　

み
ず
い
ら
ず	

染
井　

為
人

岩
手
大
盛
弁
当
屋	

高
森
美
由
紀

春
か
ず
ら	
澤
田　

瞳
子

恋
す
る
ブ
タ
バ
ナ	
額
賀　

澪

夫
を
な
く
し
て	

門
井　

慶
喜

盾
と
矛	

方
丈　

貴
恵

エ
ピ
ク
ロ
ス
の
処
方
箋 

	

夏
川　

草
介

や
っ
ぱ
り
犬
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